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Ⅱ まちづくりの基本理念 

  

 まちづくりの原点は、「地域｣、そして、そこに暮らす｢市民｣です。 

 

本市は、歴史や自然に恵まれ、古くから九州の中核をなす拠点都市として発

展しており、豊かな自然環境と都市の利便性とが調和した、大変暮らしやすい

都市です。 

この伝統あるまちを先人たちから受け継いだ私たちは、まちの魅力をさらに

磨き上げ、次の世代へ引き継いでいかなければなりません。 

 

特に、「心の豊かさ」を重視する今の時代にあっては、家族や地域とのつな

がりが強いほど生活の満足度が高くなる傾向があります。熊本地震においては、

人と人との絆や助け合いといった地域コミュニティの重要性が再認識されま

した。そこで、外国人を含めた多様な市民が豊かな生活を送るためには、生活

の基盤となる地域において地域主体のまちづくりを進め、コミュニティを維持

し、安心して暮らせる住みやすい地域を築くことが必要です。 

そのために、市民は、今以上に地域に目を向け、自らが主体となって、地域

の中でつながり、互いに支え合い、楽しみながら地域が有する資源や特色をい

かした自主自立のまちづくりに取り組みます。 

そして、行政は、積極的に、市民の中に飛び込んで、地域の課題や市民の意

見、要望などを的確に把握し、市民とともに解決を図っていきます。 

 

このように、まちづくりの主役である市民と行政がそれぞれ果たすべき責任

や役割を分担し、互いに補完し、連携しながら、自信と誇りを持って次の世代

に引き継げるようなまちづくりに取り組んでいきます。 

 


